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1. 平成27年3月期第2四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第2四半期 213,527 7.1 3,630 136.0 4,038 112.8 695 146.8
26年3月期第2四半期 199,450 23.3 1,538 24.5 1,897 △7.0 282 △79.0

（注）包括利益 27年3月期第2四半期 5,433百万円 （43.4％） 26年3月期第2四半期 3,790百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年3月期第2四半期 16.49 ―
26年3月期第2四半期 6.68 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

27年3月期第2四半期 202,893 105,425 35.4 1,701.74
26年3月期 189,923 100,450 36.0 1,619.42
（参考）自己資本 27年3月期第2四半期 71,761百万円 26年3月期 68,290百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― 9.00 ― 9.00 18.00
27年3月期 ― 9.00
27年3月期（予想） ― 9.00 18.00

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率） 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有  

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 431,500 6.3 7,600 68.0 8,050 62.9 2,000 52.1 47.43

YLK
YLKLOGO



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 有 

(注)詳細は、添付資料Ｐ．５「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動」をご覧ください。 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有 
(注)詳細は、添付資料Ｐ．５「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(注)詳細は、添付資料Ｐ．５「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に対する
四半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況の変化
等により上記予想数値と異なる場合があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等について、添付資料Ｐ．４「１．当
四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 1 社 （社名）
NYK LOGISTICS (AUSTRALIA) PTY.L
TD.

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期2Q 42,220,800 株 26年3月期 42,220,800 株
② 期末自己株式数 27年3月期2Q 51,478 株 26年3月期 51,350 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期2Q 42,169,386 株 26年3月期2Q 42,169,829 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

① 当第２四半期の概況

 当第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日までの６ヶ月間）の世界経済は、日本では

消費増税後の個人消費・生産の落ち込みがあったものの、米国での雇用や所得環境の改善に伴う景気回復もあり、

輸出が堅調に推移するなど底堅い景況感となりました。欧州は、景気の底打ち感は見られるものの、ロシアとの関

係悪化等の懸念材料もあり本格的な回復には至らず、アジアでは、引き続き成長は見られるものの、中国を始めと

して全体的に減速傾向が見られました。

 国際物流市場は、海上貨物は全体として堅調に推移し、航空貨物は、昨年度下半期以降安定した荷動きが継続し

ています。 

 このような環境の下、当社グループの貨物取扱量は、海上事業ではアジア発の取扱いが低調に推移し前年同四半

期比で減少しました。航空事業は、前年第３四半期以降、特に日本発を中心に回復基調で推移しました。昨年度立

ち上げた業務改革プロジェクトを深化させ、コスト競争力の向上に努めました。 

 これらの結果、営業収益は前年同四半期比7.1％増の213,527百万円、営業利益は前年同四半期比136.0％増の

3,630百万円と増収増益になりました。 

 

② セグメントの業績 

１）日本 

 海上事業は、輸出で自動車関連部品等の荷動きに加え、工作機械の出荷が貢献し、取扱実績（TEU）は前年同四

半期比23.4％増となりました。輸入は衣料品や消費財関連等の荷動きが堅調に推移し、取扱件数は前年同四半期比

13.5％増となりました。 

 航空事業は、輸出で自動車関連部品や航空機関連品等の荷動きが増加し、取扱重量は前年同四半期比14.2％増と

なりました。輸入は消費増税や円安傾向といった影響もあり、医療機器関連品等の荷動きに減速感が見られ、取扱

件数は前年同四半期比0.5％減となりました。 

 これらの結果、海上・航空輸出の取扱増により国内連結子会社を含めた営業収益は42,793百万円（前年同四半期

比17.1％増）、セグメント利益（営業利益）はコスト管理に努め698百万円（同124.0％増）となりました。 

 

２）米州 

 海上事業は、輸出で自動車関連部品等の荷動きがあったものの、取扱実績（TEU）は前年同四半期比0.4％減とな

りました。輸入は消費財関連等の荷動きがあり、取扱件数は前年同四半期比1.7％増となりました。 

 航空事業は、輸出で自動車関連部品等の出荷があり、取扱重量は前年同四半期比0.8％増となりました。輸入は

航空機関連品等の取扱いに加え、自動車関連部品等の荷動きもあり、取扱件数は前年同四半期比16.8％増となりま

した。 

 ロジスティクス事業は、個人消費の回復に伴い、消費財関連等の荷動きが増加しました。域内配送は、鉄道・ト

ラック会社の寡占化により厳しい事業環境が継続しました。 

 これらの結果、営業収益は49,871百万円（前年同四半期比9.0％増）、セグメント損失（営業損失）は120百万円

（前年同四半期はセグメント損失154百万円）となりました。 

 なお、１ドルあたりの円換算レートは、当第２四半期が102.52円、前年同四半期が98.03円であります。 

 

３）欧州 

 海上事業は、輸出で消費財関連等の取扱いが堅調に推移し、取扱実績（TEU）は前年同四半期比10.6％増となり

ました。輸入は自動車関連部品等の荷動きがあり、取扱件数は前年同四半期比1.4％増となりました。 

 航空事業は、輸出で医療機器関連品や電子・電気機器関連品等の出荷が増加し、取扱重量は前年同四半期比

25.6％増となりました。輸入は自動車関連部品のスポット貨物取扱いがあったものの、荷動きに盛り上がりは見ら

れず、取扱件数は前年同四半期比0.3％減となりました。 

 ロジスティクス事業は、新規顧客の獲得もあり取扱いは増加しましたが、全体としては厳しい環境が継続しまし

た。 

 これらの結果、営業収益は49,210百万円（前年同四半期比14.3％増）、セグメント損失（営業損失）は548百万

円（前年同四半期はセグメント損失344百万円）となりました。 

 荷動きの改善は見られるものの、市場の停滞感が継続していることから、引き続き業務効率化と競争力の強化に

努めます。 

 なお、１ユーロあたりの円換算レートは、当第２四半期が139.10円、前年同四半期が128.28円であります。 
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４）東アジア 

 海上事業は、輸出で消費財関連や電子・電気機器関連品の出荷があったものの、中国の景気に力強さが見られず

期待した取扱いに至りませんでした。その結果、取扱実績（TEU）は前年同四半期比10.4％減となりました。輸入

は電子・電気機器関連品の荷動きがありましたが、取扱件数は前年同四半期比2.0％増にとどまりました。 

 航空事業は、輸出で電子・電気機器関連品等の荷動きがあり、取扱重量は前年同四半期比1.0％増となりまし

た。輸入はアジア発を中心とした自動車関連部品の取扱いが寄与し、取扱件数は前年同四半期比10.4％増となりま

した。 

 ロジスティクス事業は、航空機関連品や衣料品等の取扱いがあり、徐々に販売が拡大しました。 

 これらの結果、営業収益は35,794百万円（前年同四半期比7.6％減）、セグメント利益（営業利益）は、海上事

業を中心に推進した仕入れ環境の改善および業務効率化の結果、624百万円（前年同四半期はセグメント損失475百

万円）となりました。 

 

５）南アジア・オセアニア 

 海上事業は、輸出で自動車関連部品や電子・電気機器関連品等の荷動きがあったものの、期待した水準には至ら

ず、取扱実績（TEU）は前年同四半期比4.7％減となりました。輸入は自動車関連部品や消費財関連等の取扱いが好

調で、取扱件数は前年同四半期比12.9％増となりました。 

 航空事業は、アジア域内の自動車関連部品の取扱いを中心に、全体として堅調な荷動きとなり、輸出取扱重量は

前年同四半期比7.2％増、輸入取扱件数は前年同四半期比1.7％増となりました。 

 ロジスティクス事業は、自動車関連部品や電子・電気機器関連品等を始めとした販売拡大を目的として、積極的

な投資を継続した結果、事業規模が拡大し営業利益を押し上げました。 

 これらの結果、営業収益は42,580百万円（前年同四半期比10.3％増）、セグメント利益（営業利益）は3,024百

万円（同26.1％増）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

① 資産、負債及び純資産の状況 

 当第２四半期連結会計期間末における総資産は202,893百万円となり、前連結会計年度末に比べ12,970百万円、

6.8％の増加となりました。これは、現金及び預金が998百万円、受取手形及び営業未収入金が7,518百万円、流動

資産のその他が2,277百万円、有形固定資産が1,984百万円それぞれ増加したことが主な要因であります。 

 負債は97,468百万円となり、前連結会計年度末に比べ7,995百万円、8.9％の増加となりました。これは支払手形

及び営業未払金が1,424百万円、独禁法関連引当金が1,597百万円、流動負債のその他が4,250百万円それぞれ増加

したことが主な要因であります。 

 純資産は利益剰余金及び為替換算調整勘定の増加等により105,425百万円となり、自己資本比率は35.4％となり

ました。 

 

② キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、2,724百万円の営業活

動による収入、4,521百万円の投資活動による支出及び93百万円の財務活動による支出に為替相場変動の影響を加

味した結果、前連結会計年度末に比べ778百万円減少し26,916百万円となりました。 

 各キャッシュ・フローの状況とそれぞれの増減要因は次のとおりであります。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結累計期間において営業活動の結果得られた資金は、2,724百万円（前年同四半期は311百万円の

支出）となりました。 

 これは主に営業債権の増加額5,446百万円（前年同四半期は営業債権の減少額66百万円）を計上した一方で、税

金等調整前四半期純利益2,326百万円（前年同四半期比147百万円増）、減価償却費3,042百万円（同211百万円

増）、独禁法関連引当金の増加額1,597百万円及び営業債務の増加額596百万円（前年同四半期は営業債務の減少額

572百万円）を計上したこと等によります。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結累計期間において投資活動の結果支出した資金は、4,521百万円（前年同四半期比953百万円

増）となりました。 

これは主に定期預金の払戻による収入1,472百万円（前年同四半期比224百万円減)を計上した一方で、固定資産

の取得による支出2,927百万円（同54百万円増）及び定期預金の預入による支出3,006百万円（同1,237百万円増）

を計上したこと等によります。 
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（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結累計期間において財務活動の結果支出した資金は、93百万円（前年同四半期は1,524百万円の

収入）となりました。 

これは主に短期借入金の純増加額1,311百万円(前年同四半期比1,215百万円減)を計上した一方で、長期借入金

の返済による支出1,192百万円(同553百万円増)及び少数株主への配当金の支払額557百万円(同351百万円増)を計上

したこと等によります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成26年７月31日に公表いたしました平成27年３月期第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日～平成26年９

月30日）の連結業績予想と、本日公表の実績値に差異が生じましたので下記のとおりお知らせいたします。 

 また、同じく平成26年７月31日に公表いたしました平成27年３月期通期（平成26年４月１日～平成27年３月31

日）の連結業績予想を下記のとおり修正いたしますので、併せてお知らせいたします。 

 

① 平成27年３月期第２四半期連結累計期間業績予想と実績値との差異

（単位：百万円）

  営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益 

  百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 212,000 2,500 2,500 △260 △6.17 

実績値（Ｂ） 213,527 3,630 4,038 695 16.49

増減額（Ｂ）－（Ａ） 1,527 1,130 1,538 955 － 

増減率（％） 0.7 45.2 61.5 － － 

（参考）前期第２四半期実績 
199,450 1,538 1,897 282 6.68 

（平成26年３月期第２四半期） 

 

② 平成27年３月期通期連結業績予想の修正

（単位：百万円）

  営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

  百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 430,000 6,500 6,500 1,140 27.03 

今回修正予想（Ｂ） 431,500 7,600 8,050 2,000 47.43

増減額（Ｂ）－（Ａ） 1,500 1,100 1,550 860 － 

増減率（％） 0.3 16.9 23.8 75.4 － 

（参考）前期実績 
406,040 4,523 4,942 1,315 31.17 

（平成26年３月期） 

 

＜差異および修正の理由＞

 当第２四半期連結累計期間の連結業績は、海上事業では、取扱実績（TEU）は伸び悩んだものの、これまで販売

拡大をしてきたことが寄与し、安定した仕入環境となりました。航空事業は、日本発を中心に取扱重量が増加、ロ

ジスティクス事業においては、南アジア・オセアニアを中心に積極的な事業展開を図ったことが販売拡大に貢献し

ました。

 これらの結果、営業収益、営業利益、経常利益、四半期純利益、１株当たり四半期純利益は前回予想を上回りま

した。

 また、当第２四半期連結累計期間における連結業績が前回予想を上回ったこともあり、通期業績予想を上記のと

おり修正いたします。

 

（注）上記予想は現時点で入手可能な情報に基づき判断したものであり、多分に不確定な要素を含んでおります。 

   実際の業績等は今後の様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 当第２四半期連結会計期間において、NYK LOGISTICS (AUSTRALIA) PTY.LTD.は清算したため、連結の範囲から除

外しております。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、

当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用す

る方法によっております。 

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて計算しております。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更 

（退職給付に関する会計基準等の適用） 

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた

定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込

額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を割引率決定の基礎となる債券の

期間について従業員の平均残存勤務期間に近似した年数を基礎に決定する方法から退職給付の支払見込期間及び支

払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四半

期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。 

 この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る資産が857百万円、利益剰余金が902百万円それぞ

れ増加し、退職給付に係る負債が543百万円減少しております。なお、当第２四半期連結累計期間の損益に与える

影響は軽微であります。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 30,216 31,214 

受取手形及び営業未収入金 76,193 83,711 

貯蔵品 157 151 

繰延税金資産 1,205 1,486 

その他 8,425 10,702 

貸倒引当金 △1,128 △1,123 

流動資産合計 115,068 126,141 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 47,095 48,899 

減価償却累計額 △20,635 △21,994 

建物及び構築物（純額） 26,460 26,905 

機械装置及び運搬具 21,413 22,666 

減価償却累計額 △15,110 △16,220 

機械装置及び運搬具（純額） 6,303 6,446 

工具、器具及び備品 15,513 16,155 

減価償却累計額 △11,118 △11,965 

工具、器具及び備品（純額） 4,395 4,190 

土地 16,922 17,556 

建設仮勘定 962 1,929 

有形固定資産合計 55,042 57,026 

無形固定資産    

のれん 2,962 2,896 

その他 5,804 5,724 

無形固定資産合計 8,766 8,620 

投資その他の資産    

投資有価証券 2,951 2,797 

退職給付に係る資産 284 990 

繰延税金資産 3,241 2,933 

その他 4,864 4,677 

貸倒引当金 △293 △291 

投資その他の資産合計 11,047 11,106 

固定資産合計 74,855 76,752 

資産合計 189,923 202,893 

 

郵船ロジスティクス（株）（9370）平成27年３月期　第２四半期決算短信

- 6 -



 

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び営業未払金 39,010 40,434 

短期借入金 8,262 8,911 

未払法人税等 1,217 1,236 

繰延税金負債 79 91 

賞与引当金 2,386 2,592 

独禁法関連引当金 － 1,597 

その他 17,840 22,090 

流動負債合計 68,794 76,951 

固定負債    

長期借入金 12,814 13,303 

繰延税金負債 371 370 

退職給付に係る負債 5,553 4,972 

役員退職慰労引当金 306 340 

その他 1,635 1,532 

固定負債合計 20,679 20,517 

負債合計 89,473 97,468 

純資産の部    

株主資本    

資本金 4,301 4,301 

資本剰余金 4,733 4,733 

利益剰余金 57,516 58,639 

自己株式 △70 △70 

株主資本合計 66,480 67,603 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 221 317 

退職給付に係る調整累計額 △718 △744 

繰延ヘッジ損益 △5 △4 

為替換算調整勘定 2,312 4,589 

その他の包括利益累計額合計 1,810 4,158 

少数株主持分 32,160 33,664 

純資産合計 100,450 105,425 

負債純資産合計 189,923 202,893 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

営業収益 199,450 213,527 

営業原価 168,581 177,545 

営業総利益 30,869 35,982 

販売費及び一般管理費 29,331 32,352 

営業利益 1,538 3,630 

営業外収益    

受取利息 95 154 

受取配当金 50 67 

為替差益 － 111 

持分法による投資利益 25 47 

その他 542 353 

営業外収益合計 712 732 

営業外費用    

支払利息 189 237 

固定資産除却損 43 8 

為替差損 36 － 

その他 85 79 

営業外費用合計 353 324 

経常利益 1,897 4,038 

特別利益    

固定資産売却益 234 － 

投資有価証券売却益 51 7 

特別利益合計 285 7 

特別損失    

投資有価証券売却損 3 － 

会員権評価損 － 7 

独禁法関連引当金繰入額 － ※１ 1,478 

減損損失 － 118 

特別退職金 － 116 

特別損失合計 3 1,719 

税金等調整前四半期純利益 2,179 2,326 

法人税等 1,019 1,016 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,160 1,310 

少数株主利益 878 615 

四半期純利益 282 695 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,160 1,310 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 116 96 

繰延ヘッジ損益 △4 0 

為替換算調整勘定 2,432 3,901 

退職給付に係る調整額 14 93 

持分変動差額 － 53 

持分法適用会社に対する持分相当額 72 △20 

その他の包括利益合計 2,630 4,123 

四半期包括利益 3,790 5,433 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 2,299 3,165 

少数株主に係る四半期包括利益 1,491 2,268 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 2,179 2,326 

減価償却費 2,831 3,042 

固定資産売却損益（△は益） △286 △65 

固定資産除却損 43 8 

減損損失 － 118 

のれん償却額及び負ののれん発生益（△は益） 450 175 

持分法による投資損益（△は益） △25 △47 

賞与引当金の増減額（△は減少） 44 △140 

退職給付引当金の増減額（△は減少） △17 － 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － △26 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △149 34 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 4 △27 

独禁法関連引当金の増減額（△は減少） － 1,597 

受取利息及び受取配当金 △145 △221 

支払利息 189 237 

為替差損益（△は益） 41 49 

投資有価証券売却損益（△は益） △48 △7 

営業債権の増減額（△は増加） 66 △5,446 

営業債務の増減額（△は減少） △572 596 

その他 △1,935 1,942 

小計 2,670 4,145 

利息及び配当金の受取額 140 217 

利息の支払額 △184 △220 

課徴金の支払額 △1,518 － 

法人税等の支払額 △1,419 △1,418 

営業活動によるキャッシュ・フロー △311 2,724 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △1,769 △3,006 

定期預金の払戻による収入 1,696 1,472 

貸付けによる支出 △743 △64 

貸付金の回収による収入 17 16 

固定資産の取得による支出 △2,873 △2,927 

固定資産の売却による収入 1,089 148 

投資有価証券の取得による支出 △861 △297 

関係会社出資金の払込による支出 △74 － 

その他 △50 137 

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,568 △4,521 
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    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,526 1,311 

長期借入れによる収入 355 830 

長期借入金の返済による支出 △639 △1,192 

リース債務の返済による支出 △132 △106 

配当金の支払額 △379 △379 

少数株主への配当金の支払額 △206 △557 

その他 △1 0 

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,524 △93 

現金及び現金同等物に係る換算差額 618 706 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,737 △1,184 

現金及び現金同等物の期首残高 24,467 27,694 

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 118 406 

連結子会社の決算期変更に伴う現金及び現金同等物

の期首残高増減額（△は減少） 
△313 － 

現金及び現金同等物の四半期末残高 22,535 26,916 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日） 

報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 
(注)１ 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
(注)２   日本 米州 欧州 東アジア 

南アジア・
オセアニア 

合計 

営業収益                

外部顧客への営業収益 36,253 44,624 42,385 37,856 38,332 199,450 － 199,450 

セグメント間の内部営業収益 

又は振替高 
296 1,112 682 895 285 3,270 △3,270 － 

計 36,549 45,736 43,067 38,751 38,617 202,720 △3,270 199,450 

セグメント利益又は損失（△） 312 △154 △344 △475 2,399 1,738 △200 1,538 

 （注）１．セグメント利益の調整額△200百万円は、のれんの償却額等であります。 

    ２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日） 

報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 
(注)１ 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
(注)２   日本 米州 欧州 東アジア 

南アジア・
オセアニア 合計 

営業収益                

外部顧客への営業収益 41,971 48,117 47,832 33,797 41,810 213,527 － 213,527 

セグメント間の内部営業収益 

又は振替高 
822 1,754 1,378 1,997 770 6,721 △6,721 － 

計 42,793 49,871 49,210 35,794 42,580 220,248 △6,721 213,527 

セグメント利益又は損失（△） 698 △120 △548 624 3,024 3,678 △48 3,630 

 （注）１．セグメント利益の調整額△48百万円は、のれんの償却額等であります。 

    ２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

（その他の注記事項）

 （四半期連結損益計算書関係）

※１ 独禁法関連引当金繰入額

当第２四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日）

 国際航空貨物利用運送サービスに係わる米国反トラスト法に関連して米国で提起されている集団民事訴訟

に関して、将来発生しうる損失の現時点での見積額を計上しております。
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